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From プラネット Vol.91  ＜喫煙・禁煙に関する意識調査＞ 

国内1,300社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：田上正勝）は、消費財にまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第91号として、喫煙・禁煙に関する

意識調査の結果をご紹介します。バックナンバー https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html 

■喫煙者は9年前より7pt減少、“⾮非喫煙者”が8割を占める
 施設など屋内での受動喫煙対策が強化される

中、喫煙のあり方や禁煙に関心が集まっていま

す。今回は、喫煙・禁煙をテーマにアンケートを行

い、喫煙者・非喫煙者の割合やタバコを吸いたく

なる場所、禁煙に成功したエピソードなどをまとめ

ました。 

 はじめに、現在タバコを吸っているかどうかを聞

きました。すると、「吸っている（喫煙者）」20.7％、

「吸っていない（非喫煙者）」51.1％、「以前は吸っ

ていたが、今はやめた（元喫煙者）」28.2％という

結果でした。「非喫煙者」と「元喫煙者」を合わせ

た“非喫煙者”計は79.3％で、現在タバコを吸って

いない人が約8割を占めました。 

 2009年のアンケート結果と比べると、「喫煙者」

は27.6％から6.9ポイント（以下、pt）減少。一方で、

「元喫煙者」は20.3％から7.9pt増加しており、この

9年の間に、全体の約8％に当たる人が禁煙して

タバコをやめたと推測されます。

■男性の4⼈人に1⼈人が今も
吸っている

 男女別に比べると、男性では“非喫煙者”計が

73.5％、女性では88.5％。女性が男性を15.0pt上

回りました。 

 女性に特徴的なのは、もともと吸っていない「非

喫煙者」が73.0％と圧倒的に高いこと。男性では

「非喫煙者」が37.1％、「元喫煙者」が36.4％と、僅

差しかありませんが、女性の場合、もともとタバコ

を吸わない人が大半だとわかりました。一方で男

性は、喫煙者から“非喫煙者”に移行した人の割

合が女性に比べて高く、しかも現在の「喫煙者」

が26.5％と、4人に1人以上。喫煙者への風当たり

が厳しい今の時代にも、タバコを吸っている人は少なくないと言えそうです。 

 性年代別に見ると、男性には年代による傾向の違いが顕著でした。30代では「喫煙者」「元喫煙者」ともに低く、「非喫煙者」が

64.7％と6割を超えていますが、年代が高くなるほど「喫煙者」が増加。50代の33.4％でピークとなり、以降は減少していきます。

一方で、「元喫煙者」は年代とともに上昇し、70代以上では59.0％と約6割に。“非喫煙者”計も70代以上では84.1％に達していま

す。忙しい働き盛りの年代となるにつれ、喫煙者が増えていく一方で、加齢に伴い健康が気になり始め、禁煙する人が増えてい

くと考えられそうです。 

男性はスタイルのため、⼥女女性はメンタルのためにタバコを吸う	
  
~喫煙者に逆⾵風の時代、それでも喫煙者の 7割が「飲⾷食店」で吸いたい！~	
  

“⾼高価格帯⽇日⽤用品」~
kikoe なかった”⼈人も~

~
~

~

表１	
 「あなたは現在タバコを吸っていますか」	
 について	
 

の回答

《 2009 年アンケート結果より（※）》 

調査機関：インターワイヤード株式会社が運営するネットリサーチ	
 
『DIMSDRIVE』実施のアンケート「喫煙・禁煙」。	
 
期間：2018 年 6 月 20 日～7 月 10 日、DIMSDRIVE モニター3,893 人が回答。	
 
表 2～表 7、エピソードも同アンケートです。	
 
※2009 年のアンケートは、2009 年 11 月 25 日~12 月 10 日にかけて実施され、
DIMSDRIVE モニター9,638	
 人が回答したものです。	
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■やはり“飲⾷食店で吸いたい”が喫煙者の本⾳音
タバコを吸っている人（喫煙者）に、どこで吸い

たいと思うかを聞きました。 

 1位は「自宅」74.8％、2位「飲食店」69.5％、3位

「ホテル」44.2％、4位「職場（自席や共有スペー

スなど）」42.9％と、上位は屋内が占めました。東

京都など、今後は飲食しながらの喫煙ができな

くなる店が増えていきそうですが、実は喫煙者

の7割が飲食店でタバコを吸いたいと望んでいる

ことがわかりました。喫煙者にとってはますます

厳しい時代になりそうです。 

 男女差に注目すると、ほとんどの項目で、男性

の数値が女性を上回っていました。中でも、その

差が特に大きかったのが、「職場」（男女差

22.7pt）と「路上」（同20.7pt）。男性の32.1％が

「路上」で、半数近い47.9％が「職場」でタバコを

吸いたいと回答していました。最近は、喫煙でき

る場所が制限された職場が増え、また路上喫煙

が禁止されている区域もあります。それでも、職

場や路上で自由にタバコを吸いたいというのが男性喫煙者の本音のようです。 

■喫煙者も「完全分煙」のほうが気兼ねなく吸える
飲食店で喫煙したいと回答した人に、具体的にどの

飲食店で喫煙したいかを選んでもらいました（表3）。

すると、1位「居酒屋・バー」79.6％、2位「コーヒーショ

ップ・カフェ」78.5％が僅差で並びました。以降は、3位

「焼き肉屋」58.1％、4位「ファミレス」55.6％、5位「ファ

ストフード」43.3％、6位「お好み焼き屋」41.5％と続き

ます。1位、2位は飲み物を提供する店が占め、食事

をする店は3位以下となりました。“お酒を飲むとタバ

コが吸いたくなる”とよく聞きますが、やはり、アルコー

ルやコーヒーなどの嗜好飲料とタバコとは切り離せな

いもののようです。 

 最近は、全席喫煙可の飲食店はめっきり減り、禁煙

や分煙の店が増えています。全席禁煙・分煙・全席

喫煙可のどの飲食店を利用したいかを聞き、結果を

喫煙者・非喫煙者別に調べました（表4）。 

 すると、喫煙者では、「完全分煙のお店」が51.7％で

最多。次いで「全席喫煙可のお店」23.1％、「席やスペ

ースだけ分煙のお店」16.2％でした。一方、非喫煙者

では、「禁煙のお店」が68.0％と7割近く。「完全分煙

のお店」が25.1％、「席やスペースだけ分煙のお店」

はわずか3.0％でした。非喫煙者にとっては、喫煙ス

ペースから流れてくる少しの煙やタバコのニオイも、

がまんできないものであることがうかがえます。 

 意外なことに、喫煙者でも「全席喫煙可のお店」より

「完全分煙のお店」を望む人が多いことがわかりまし

た。喫煙者の肩身が狭い風潮にあって、「完全分煙

のお店」のほうが気兼ねなくタバコが吸えて居心地が

いいのかもしれません。 

表２	
 「タバコを吸いたいと思う場所（一般的に禁煙の場所を

含む）はどこですか」	
 についての回答	
 

表３	
 「具体的に、どの飲食店でタバコを吸いたいと	
 

思いますか」	
 についての回答	
 

表４	
 「どんな飲食店に入りたいですか」	
 についての回答	
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■⼥女女性のタバコは⼼心の安定剤、男性のタバコは⾃自⼰己のスタイル
 今度は、喫煙者を対象に、禁煙する意向がある

かどうかを尋ねました（表5）。すると、「禁煙する予

定（時期は決まっている）」は5.6％と1ケタ。「いつ

か禁煙する予定（時期は未定）」が40.7％、「禁煙

する予定はない」が53.7％で半数を超えていました。

「いつか禁煙する予定」という人も、時期が未定と

いうことは、“当面は禁煙するつもりはない”のが

本心なのかもしれません。喫煙者にとっては厳し

い今の時代、喫煙者には、“これからも吸い続ける”

という固い意志があるのかもしれません。 

 それほどまでにタバコを吸いたいと思うのはなぜ

なのか。「禁煙する予定はない」と答えた人に、タ

バコをやめたいと思わない理由を聞いてみました

（表6）。1位は「自分にとってのリラックスタイムだ

から」54.6％、2位「自分の生活スタイルだから」

49.3％、3位「タバコを吸うと気分転換になるから」

47.7％という順になりました。 

 注目したいのは男女別の結果です。男性では、

僅差ながら1位と2位の順位が逆転し、「自分の生

活スタイルだから」が50.4％で1位。一方、女性で

は、「自分にとってのリラックスタイムだから」が

73.1％と圧倒的に高く、男性との差は23.6ptもあり

ました。全体で3位の「タバコを吸うと気分転換にな

るから」も53.8％で2位、全体4位の「吸わないとスト

レスが溜まるから」が48.4％で3位にアップ。反対

に、男性では1位の「自分の生活スタイルだから」

は45.2％で、4位でした。女性には「リラックス」や

「ストレス」解消など、メンタルの安定のためにタバコを吸う傾向があるのに対し、男性の場合、喫煙が自身のライフスタイルや

生活信条につながっていることがうかがえました。 

■男性は健康のため、⼥女女性はニオイのためにタバコをやめる？
 元喫煙者と禁煙する予定の人に、禁煙したきっ

かけ、または禁煙したいと思ったきっかけは何かを

聞きました。1位は「自分の健康のため」61.4％で、

2位以下を大きく引き離していました。「健康」を意

識して禁煙を決意する人が多いことがわかります。

2位には「タバコ代が高いから」37.4％が入り、以降

には「喫煙可能な場所が減ってきたため（飲食店、

路上など）」17.5％、「配偶者・パートナーの健康の

ため」16.8％、「自分の口臭や煙のニオイが気にな

るから」15.1％が並びました。 

 男女差に注目すると、最も差が大きかったのは

「配偶者・パートナーの健康のため」。男性が女性

を10.5pt上回りました。「自分の健康のため」も男性

のほうが8.3pt高く、男性のほうが「健康」を理由に

禁煙する傾向が強いことがわかります。一方、女

性が男性を大きく上回っていたのが、「自分の口臭

や煙のニオイが気になるから」で、9.7pt差がありました。全体では5位の項目ですが、女性では22.7％で3位。他人のではなく“自

分の”タバコくささが禁煙のきっかけになるというのは、女性に顕著な傾向と考えられそうです。 

表５「禁煙しようと思いますか」	
 についての回答	
 

表６「タバコをやめたいと思わない理由は何ですか」	
 に	
 

ついての回答	
 

表７「タバコをやめたいと思ったきっかけ、あるいは禁煙	
 

したきっかけは？」	
 についての回答	
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■ “健康”だけでは難しい禁煙の秘訣とは…孫、ハワイ、結婚？

 最後に、禁煙に成功したエピソードや禁煙の秘訣を教えてもらいました。やはり多かったのは、病気をきっかけに禁煙を決意

したという回答。しかも、肺がんや心筋梗塞など、深刻な状態を突きつけられて初めて禁煙できた人が多いとわかりました。一

方で、かわいい孫のために禁煙したという声も目立ちました。タバコ代の高さに改めて気づき、それが禁煙のモチベーションに

なったという人も。そして、思いがけずに多かったのは、“結婚を機に禁煙した”というエピソードでした。こうして回答を見ている

と、単に健康を意識するだけでは、なかなか禁煙の成功には結びつかない様子。“孫”“ハワイ”“結婚”など、タバコ以外にほし

いものや大事な目標を見つけることが、禁煙に成功する早道なのかもしれません。 

株式会社プラネットとは	
   https://www.planet-van.co.jp/ 
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え

ている上場企業（証券コード2391）です。 

From	
  プラネットとは	
   https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html	
  
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財に関する、旬なトピックスや意外な利用シーンなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてもらいたいテーマなどもお寄せください） 

株式会社プラネット 広報部（角田
つ の だ

、岡田） 

Tel : 03-6432-0482 / E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

《	
  禁煙に成功したエピソード	
  》	
  
【健康のため】	
  
●⽗父は肺がんになって、医者に「タバコをやめなければ死にますよ！」と⾔言われてタバコをやめた。ここまで来
ないとやめられないものなのかとあきれた。（男性・50代）

● 20年ほど前にはピース⽸缶を2⽸缶吸っていましたが、ある⽇日ティッシュペーパーに痰をはいたら真っ⻩黄⾊色で、そ
の紙に息を吹きかけたら⼝口型に⻩黄⾊色くなったのを⾒見見て、翌⽇日にはやめていました。（男性・60代）

● 夫が約10年前に完全禁煙しました。きっかけは病院で⾃自分の⽗父親ののどにできた腫瘍をマイクロスコープで⾒見見
たこと。夫いわく「同じことが⾃自分にも起こりうると思うとおそろしくてすぐに禁煙できた」。（⼥女女性・60代）

【孫の⼒力力は絶⼤大】	
  
●「タバコで死んだら本望だ」と⾔言っていた⽗父。初孫が⽣生まれてうちに来たとき、ベランダに出てタバコを吸っ
ていたら息⼦子がハイハイしてサッシのところに⾏行行き、ガラスをたたきながら「じーじ」と泣いた。⽗父はすっぱり
タバコをやめました。（⼥女女性・60代）

● 知り合いの娘さんに⼦子どもが⽣生まれました。タバコをやめないと孫を抱かせないと⾔言われたそうです。禁煙し
ました。おじいちゃんとしては孫が抱けないのがショックだそうです。（⼥女女性・40代）

【タバコ代でハワイに!?】	
  
●⾼高級テディベアをコレクションしたくなり、カタログと電卓⽚片⼿手に計算の⽇日々。タバコをやめたら思いきり買
えることに気がついたら、あっという間に禁煙できました。（⼥女女性・50代）

● ヘビースモーカーだった知り合いは、それまで吸ってきたタバコ代を計算すると中古マンションが買えるぐら
いの⾦金金額になると聞いて、タバコをやめた。もったいないことをしたと思ったのだろう。（⼥女女性・50代）

●⼀一箱420円になったとき、あほらし、そのお⾦金金でハワイに⾏行行けると思ったから。やめてから、毎年⾏行行っている。
（男性・70代以上）

【⼀一⽣生の問題】	
  
●夫はマンションを購⼊入したとき、⽩白い壁と天井が気に⼊入って「ヤニで⻩黄⾊色くしたくない」と35年禁煙しました。
おかげで⼦子どもたちはみんなタバコのにおいや煙に敏感になりました。（⼥女女性・70代以上）

●友⼈人は、彼⼥女女から「タバコをやめたら結婚してもいい」と⾔言われて禁煙した。（男性・60代）
● 主⼈人は結婚と同時に完全禁煙を成功させ、以来27年禁煙を続けています。（⼥女女性・40代）
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